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出張ゼミ報告書１（木更津東高校）
日時：平成27年５月23日 ( 土 )　10:00－11:50
場所：千葉県立木更津東高等学校
参加：【千葉商科大学】鈴木孝男，丸浜千紘，学生２名（近藤貴文・中村元）
【木更津東高校】生徒会の生徒９名（３年生６名，２年生３名），生徒会顧問 永谷先生
⑴　今後の活動予定について
⑵　本日の出張ゼミ概要
日程 活動内容 参加者
5月23日㈯
10:00～12:00
候補の絞り込みと選定
・るるぶの記事として書けそうな場所の候補を出し合う
・各候補の魅力ポイントを考え，付箋にまとめる
・“木更津東高校生のお勧め”として記事にできる場所を話し
合いで決める
・決まった場所に関する追加情報を6月までに集める
教員 学生
鈴木孝男
丸浜千紘
近藤貴文
中村元　
6月28日㈯
10:00～12:00
魅力ポイントの掘り起こしと文章化
・追加情報の整理と魅力ポイントのまとめ
・文章作りと記事の執筆
　※終わらなければメールでやりとりを行う
丸浜千紘
吉田敦　
伊藤康　
近藤貴文
津田大輔
落合咲　
7月11or18日㈯
10:00～12:00
プレゼンコンテスト準備
・まとめた情報をもとにグループごとに PPT 作成
・発表原稿作り
※11日もしくは18日のいずれかという話になっているが，場合
によっては両日を押さえておき，11日に資料作り，18日に原
稿作りとリハーサルなどとしてもよいかもしれない
近藤貴文
大村純也
時間 活動内容 生徒たちの様子
10:00 今後の予定についての確認
日程の調整。6月21日㈯は文化祭とのことで翌週の28日
㈯とする。7月最初の週は期末テストの真っ最中のため
7月11日の希望が出るが，18日との調整をして後日連絡。
　8月2日のプレゼンコンテストについては，PPT 未経
験の生徒はいないとのことなので「頑張ってやってみ
たい」ということに。
「PPT 使ったことある !」と言う生徒が
出て雰囲気がほぐれる。できるのだろう
かという不安が大きかったのかも。　生
徒会長の石井さんから「もし出張ゼミ当
日中に作業が終わらなかったら…」とい
う質問が出たので，メールでやりとりで
きることを伝える。　
10:20 大学生から記事執筆についてアドバイス
近藤くん・中村くんから，記事の書き方について「ま
ずは候補地をたくさん出そう」「それからそれぞれのポ
イントを付箋に書いて貼っていくとわかりやすい」と
説明。
付箋に情報を書いてまとめていくやり方
になじみがないとのことで「?」顔の生
徒がほとんど。
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⑶　備考
　候補となった 3 軒のレストランを訪問し，るるぶ掲載の許可をいただいた。
ラビン：駅前のパチンコ屋の上階にあるレストラン。レトロな雰囲気。メニューが豊富で
値段も手頃。朝から営業をしており，朝や昼時は非常に混雑するとのこと。
モンシュリー：駅前ロータリーから少し奥まった場所にある喫茶店。昔ながらの洋食屋といっ
た風情。駅を出てすぐにはわからないので，地元の人でないと知らないかもしれない。ランチ
が手頃でメニューも数が多く，パンケーキなどのスイーツもある。
木曜舎：1 階が雑貨店，2 階がカフェになっている。創業 30 年と歴史があり，当時通って
いた高校生が大人になっても通っていたりするよう。雑貨は文房具やギフト向けの商品か
らベビーグッズなど幅広い。カフェは落ち着いた雰囲気で勉強をする高校生も多いそう。
値段はやや高め。
10:30 るるぶ掲載候補地を出し合う
黒板を使い，それぞれが候補地を提案。
書記は生徒会の書記係が担当。
・高校近くのレストラン，定食屋，喫茶店など
・久留里線，久留里城に関連した施設やイベント
・公園，神社などのスポット
・ゆるキャラ・イオンなど大型ショッピングセンター
・家族で行ったことのあるレストランやレジャー施設
…など
各自1つ候補地を探すことになっていた
そうでいくつか出るが，最初は「おいし
いと聞いた」「有名らしい」という場所
（ドイツ村，久留里城，喜楽など）が挙
がりやすい。「みんなしか知らないよう
な場所がいい」「高校の近くにない ?」と
促すとどんどん出てきて活気づく。
生徒の中にも積極的な子と少し遠巻きに
見ている子がいる。参加意欲にはやや温
度差があるかもしれない。
11:00 候補地の選定と魅力ポイント探し
20近く挙がった候補地の中から場所の選定を行い，「グ
ルメ」というテーマに絞って6カ所の店・スポットが
残った。
模造紙にその6カ所を書き出し，付箋を使って各自その
場所のお勧めポイントを書き出して模造紙に貼り付け
る作業を行った。魅力ポイント探しを始めると「意外
と知らない」「行ったことない」という声も聞かれた。
何を基準として候補地を選べばいいのか
という判断が難しいようで，候補地を出
したはいいけれど…と困った顔。鈴木先
生から「すでに有名な場所は避ける」「グ
ルメなどテーマを決めては」というアド
バイスがあったことで選べていた。
11:40 最終選定
魅力ポイントを書き出してみると「よく情報が集まっ
ている店」「あまり詳しくない店」が如実に分かれた。
情報が集まっている店はすべて高校に近く，追加でも
情報を集めやすいということで3軒のレストランに決定。
・ラビン　・モンシュリー　・木曜舎
「看板メニューとかだいたいどんな店か
はわかるけど，聞かれると答えられない」
と気がついた声がたくさん上がり，次回
までに行ってみて追加リサーチをしよう
という気運が高まっていた。
11:50 感想等
今日の作業をしてみてどうだったかの感想をひとりひ
とりにたずねた。
「意外と知らなくて驚いた」という声が
とても多かった。「こういう作業はした
ことがない」「楽しかった」との感想も
聞かれてホッとした。
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出張ゼミ報告書２（君津高等学校）
５月ゼミ報告
■日　時　2015年5月30日（土）　10:00～11:45
■場　所　君津青葉高校コンピューター室
■出席者　【高校】A さん，B さん，C 君，D 君，E 君，F 君
　　　　　　　　　（所用により，２名は本日欠席）
　　　　　【商大】犬塚先，齊藤紀子
　　　　　　　　　川端君，竹石君，照屋君
■内　容
＜全体司会：川端君＞
⑴　出張ゼミの進め方について説明
　　齊藤より，５～７月のゼミの進め方，各回の内容，および8/2オープンキャンパスで
の報告会について資料を基に説明を行った。
⑵　取材活動の振り返り
　　最初に竹石君，続いて高校生全員より，取材活動の振り返りがなされた。その際，各
取材先について印象に残ったことをキーワードとしてメモしていった。
⑶　『るるぶ』読者を意識した掲載対象の見せ方／コンセプトについて
　　照屋君より，『るるぶ』のコンセプトや，読み手を意識した取材先の見せ方・書き方
について資料を基に説明がなされた。
⑷　記事にする取材対象の絞り込み
　　振り返りの際に出てきたキーワードを参考にしつつ，“どの取材先を”“誰に”伝えた
いか，ということを考えてもらった。そして記事にしたいと思う取材対象を，各自１～
２つずつ挙げてもらった。検討の結果，最終的に下記２つを記事とすることに決まった。
　　①君津青葉高校内庭園＋かしわや食堂　
　　②雨情楊枝
⑸　グループ分け
　　高校生のほぼ全員が①を担当したい，という状況であった。そこで８人の高校生を下
記の２チームに分け，両チームともに①②の記事作成を行うことした（＝ A 案，B 案
とする）。
　　A チーム４名：A 君，D さん，G 君，H 君　
　　B チーム４名：I 君，B さん，E 君，F 君
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⑹　次回ゼミまでに行う作業について
　　各自①②の魅力ポイントをできるだけ多く書き出してくることを宿題とした。次回ゼ
ミでは，それを活用しながら見出し案・記事案を作成するとともに，写真の絞り込みを
行う。
以上
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出張ゼミ報告書３（木更津東高校）
○日時　　2015年７月11日㈯　10:00～12:20
○場所　　千葉県立木更津東高校
○出席者　【高校生】９名（うち早退１名，大幅遅刻１名）
　　　　　【高校関係者】男性教員一名
　　　　　【商大生】近藤，津田，成田，大村
　　　　　【商大教員】吉田敦，佐藤哲彰
○活動内容（時間はおおまか）
１．本日の課題説明：「８月２日用プレゼン作る」，スケジュール説明　10：05～10：10
２．発表例（A さん「シーガル子どもセンター」プレゼン）　10：10～10：20
３．木更津東高案説明（劇形式；「久留里線の電車待ちに便利」）　10：20～10：25
４．グループ作業（訴求点・PPT 資料・セリフ案検討）　10：25～11：25
　　…ラビン，モンシェリー，木曜社
＜ラビン＞
高校生：３名（B，C，D）
商大生：２名（E，F）
教員：吉田敦
　ドラマ仕立ての台詞作りに皆興味をもって望んでいた。最後のオチの部分の台詞決め
に苦労していた。本番当日に参加できるのがラビングループの3人では安藤さんのみな
ので，本番では他のグループの助けが必要。安藤さんは演劇部にはいっていることもあ
り，台詞に熱がはいっていた。
＜モンシェリー＞
高校生３名（G，H；（I 途中参加））
大学生１名（近藤貴文）
教員：（佐藤）
　序盤，近藤君がかなり強いリーダーシップを発揮。あっさり決まり，どんどん進んで
いった印象。セリフ作りは京谷さんが書くが，H さんも参加・書き込み。作業時間の終
わりに，J さんが到着。
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＜木曜社＞
高校生：３名（K，L，（M 途中退出））
商大生：２名（中村，成田）
教員：（佐藤）
　中村君が序盤リードしようとする。K さんはそれを受けつつ，自分のペースで作業を
進めていた印象。
５．途中報告　11：25～11：30
【寸劇のセリフ】（抜粋）
＜ラビン＞
「なつかしいね」「部活の帰りに行った」「フルーツパフェ」「はみ出るバナナとホイッ
プ」「オムライスも」「電話ボックスもあるよ」「もしもボックス」「もしも宝くじにあたっ
たら」「もしも久留里線の本数が多かったら…」
＜モンシェリー＞
「なつかしいね」「広い利用しやすい」「ビッグパフェ頼もう」「挑戦しよう」
＜木曜社＞
　（まだ出来てない）
６．グループ作業　11：30～12：00
７．発表　12：00～12：10
＜仮題＞「次の久留里線が出るまで…」
＜１＞再会
「久しぶり！」（久留里線時刻表：電車がない）「行こっか」
＜２＞ラビン（同）
「部活の帰りに行ったね」「パフェ食べよう」「はみ出るバナナとホイップ」「オムライ
スも食べちゃう？」「限定オムライスも」「電話ボックスも」「もしも…もしも…」「もし
もボックスやんか」
＜３＞木曜社（同）
「雑貨が売ってる喫茶店」「１階は雑貨のみ。２階は雑貨とお店」「５００円のカレー」
「行こっか」
＜４＞モンシェリー（同）
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「店員ギャルい」「客層広い」「行きやすい」「ビッグパフェ」「食べなきゃ帰れない」「完
食目指そう」「いつ見てもすごいボリューム」「（来た）おー」「頂きます」（食後）「いく
ら？」「640円」「本日は500円」「ラッキー！」
８．締めくくり　12：10～12：20
　次回は７月23日㈭　10：00～12：00
　＠生徒２人欠席（小論文セミナー）予定（参考：２８日も２人欠席予定）
　＠大学生は授業等でほとんど来れない（参考：２８日も同様）
＜質疑＞
問：話の設定では私服がいいが，制服じゃないとダメか？
答：丸浜先生に訊いて答えるが，たぶん制服のほうがいいと思う。
○所感
＜吉田＞ PPT 作成の進め方で不安があったが，すでに予想をうわまわるアイディア（ド
ラマ仕立て）をだしており，たたき台となる PPT も作成済みであった。高校生たちは
楽しんで取り組んでいる様子で積極性もみられるようになったと感じる。大学生も彼女
等の姿をみて，学ぶところがあったのではないか。
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出張ゼミ報告書４（木更津東高校）
○日時　　2015年６月27日㈯　10:00～12:30（ポーズ写真撮影を含む）
○場所　　千葉県立木更津東高校
○出席者　【高校生】９名
　　　　　【商大生】近藤貴文，津田大輔，菊池亮太，羽鳥正人
　　　　　【教職員】丸浜，吉田敦，岩野，伊藤康
○活動内容
１．「るるぶ」記事作成のためのグループでの作業　10：00～12：00　
　モンシェリー，ラビン，木曜社
【モンシェリー】
高校生３名
大学生１名（近藤貴文）
丸浜
　高校生たちが事前にお店についての下調べを行い，当日すでに記事の下書きができあ
がっていた。それをそのまま150文字に縮めさせてもよかったが，せっかくなので付箋
で情報をまとめる作業も体験してもらうことにした。
当日の進行
　10：00～10：30　追加すべき魅力ポイントをできるだけ多く考えさせた。学生からのア
ドバイスも適宜入れ，作業はスムーズに進んだ。
　10：30～10：55　魅力ポイントをカテゴリ分け（お店情報，メニュー，雰囲気，客層）
し，小見出しをつけて整理した。
　10：55～11：15　高校生たちが準備していた文章に足りなかった情報を書き加え，改訂
版を作成。それを原稿用紙に書き写し，字数をカウントした。
　11：15～11：50　字数の削減に取り組んだ。ここが一番苦労したようで，あと何文字！
とカウントしながら前後の文章のバランスを見て書き直すなどしてい
た。最終的にはギリギリ150文字にまとまったものが書き上げられた。
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所感：
　　事前に記事が完成しているなど，非常に積極的で熱意がある。国語の得意な生徒がお
り，彼女を中心としてスムーズに作業が進んだ。3人とも和気あいあいと楽しそうに作
業を進めており，るるぶ作成がいい体験になったのではないだろうか。
　　ほぼ口出しは必要なく，高校生が主体となって作業を行うことができた。
　　完成した文章そのものの質としてはまだ手直しの余地もありそうだが，出張ゼミとし
ては成功だったのではないか。
【ラビン】
高校生　３名（A，B，C）
商大生　２名（津田，羽鳥）
吉田敦
当日の進行
　10：00～10：30　追加すべき魅力ポイントをできるだけ多く学生主体で考えさせる。
　10：30～10：45　魅力ポイントをグループ（お店情報，客層，料理，その他）分け
して，整理をおこなう。
　10：45～11：10　グループ分けした魅力ポイントの小見出しを考える。
　11：10～ラスト　小見出しの順番及び文章の構築
所感：
　開始直後は，大学生と高校生間ですこし緊張する様子がみられたが，アイディアをで
きるだけ多くださせることで，徐々に打ち解けていく様子がみられた。自分たちで撮影
した料理の写真等を見せあうなど，積極性がみられ，記事作成作業を楽しみながら進め
ることができた。
　料理を「ただ美味しい」という感想ではなく，具体的にどのように美味しいか，
考えさせるように学生を指導するとともに，紹介文での形容の仕方には，
いろいろな方法があることを説明した。
　実際に文章を構築する作業は，頭を悩ませていたようであるが，時折，サポーターが
アドバイスをすることにより，比較的スムーズに原稿作成を進めることができた。最終
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的に，素案ができたところで終了となったが，自分たちで居残り，原稿の下書きを書く
ところまではやっておきたいとの感想があり，参加への積極性が感じられた。
【木曜社】
高校生　３名
商大生　１名（菊池亮太）
伊藤康
当日の進行
　10：00～10：40　改めて店の魅力・特徴をあげてもらう。
　10：40～11：15　魅力・特徴をグループ毎（基本情報，店の雰囲気（喫茶，雑貨別），
料理，スイーツ，その他）に整理，小見出しを考える。
　11：15～12：00　小見出しの順番及び文章の構築
所感：
　　基本的に高校生３人（３年生２人，２年生１人）は真面目で，きちんと考えてくれた
が，２年生の生徒は，３年生に遠慮した感じ。それでも，特徴はたくさん出され，また
人任せにせず，３人が文章を考えてくれた。ただし，小見出しの順番（各順番を決める）
に時間をとられ，書いた文章を見直す時間はなくなってしまった。また３人が各自書い
たままで，１つの文案にできなかった。高校側の担当の先生が大幅に添削して下さると
のことで，お忙しい先生の負担を増やしてしまった。文章作成に関してはもう少し介入
すべきだったと反省している。
２．高校生ポーズ撮影　12：10～12：30
　当初は撮られるのを嫌がっていた（恥ずかしがっていた？）生徒が2，3名いたが，最終
的には応じたとのこと。
３．教職員と学生との昼食（於ラビン）　12：30～
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平成27年５月22日
出張ゼミ報告書５（袖ヶ浦高校）
場所：千葉県立袖ヶ浦高等学校
日時：平成27年５月21日㈭　13:25－15:15（4，5時限目）
　久留里線プロジェクトの一環として，「課題研究」で久留里線を担当するグループのサ
ポート及び指導を行った。
　「課題研究」は，７グループ（１グループ５～６名）を以下４名の教員で担当しており，
現在は，各グループと面談しながら研究の方向性を決める段階にある。
　情報コミュニケーション科長　永野　直　先生
　進路指導部　向井　夏詩　先生
　硬式野球部　部長　渡慶次　学　先生　他１名
　各グループで以下の点を動画にまとめて６月に提出する。
　・課題研究のテーマ
　・何をどのような方法で解決するのか
　・どのような結果になり，どのような効果が予想されるか
　・計画，いつ何をするのか
　・プロトタイプを制作する
　久留里線グループのメンバーは A さん，B さん，C さん，他２名。
　久留里の周りの活性化のため，いろいろな方法で宣伝や広報をすることを目的とする。
　・Twitter を使い，キャラクターを用意してキャラクター目線で情報を発信する
　・Prezi を使い，久留里線沿線のマップを作る
　・キャラクターの説明や久留里線沿線マップを置くための Web サイトを置く
　・プロジェクションマッピング
　　→　以前，校長先生が仰っていた。どこで，どのように，などは決まっていない。
　・るるぶの QR コードを読み取ったら説明文や動画が見られるようにする
　　→ 場所ごとの QR コードを載せるのは困難（鎌田）
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　・
　８月２日の本学のオープンキャンパスで発表してもらいたい旨を永野先生にお伝えした。
来週は体育祭があり，その後は文化祭等があるため，もしかすると，１学期中に課題研究
はあまり進まないかもしれない。
　次回は６月４日㈭に訪問予定。その後は未定だが，できるだけ継続して訪問したい。
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JR 久留里線ラッピング列車の出発式（イメージ）
平成27年７月24日
千葉県報道広報課
１　日時
　　平成27年９月18日㈮
　　15時00分～15時45分（15時48分木更津駅発）
２　場所
　　木更津駅久留里線ホーム
３　出席者【最大 36名・5体】
　・千葉県　　　　：総合企画部長＜１名＞
　・沿線３市　　　：木更津市長，君津市長，袖ケ浦市長＜３名＞
　・JR 東日本　　 ：木更津駅長，久留里駅長，JR 東日本千葉支社＜３名＞
　・千葉商科大　　：担当教授，学生２名＜３名＞
　・沿線高校生　　：木更津東高校，君津青葉高校，袖ケ浦高校（各１名程度）＜３名＞
　・受賞者　　　　：絵画コンクール　最優秀賞・優秀賞受賞者＜４名＞
　　　　　　　　　　写真コンテスト　最優秀賞・優秀賞受賞者＜４名＞
　・キャラクター　：チーバくん，きさポン，きみぴょん，ガウラ，駅長犬＜５体＞
　・木更津総合高校：吹奏楽部15名程度
　　※その他の関係者等
　　　報道機関（５社程度），千葉商科大の学生，沿線高校生（10名程度），
　　　絵画コンクール，写真コンテスト受賞者家族，県・沿線市・JR 東日本等関係者
　　
４　式典概要
　◇式典開始前【15:00～15:15】
　　①開会15分前から 開会まで演奏（15分）
　◇式典【15:15～15:45】
　・開会
　・あいさつ（千葉県，君津市（沿線市代表），JR 東日本千葉支社）
　・千葉商科大久留里線プロジェクトの紹介（絵画コンクール，写真コンテスト受賞者の
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紹介含む。）
　・テープカット，フォトセッション
　②テープカットと同時にファンファーレ（20秒程度）
　・ラッピング列車見送り
　③ラッピング列車出発と同時に演奏（2分程度）
　・閉会
◇式典終了後【15:50～】
　④ 閉会後，出席者が退出するまで演奏（3分程度）
